
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ルーフペンタの入射口において、撮影光学系により得られた被写体像が結像されるピン
ト板に重合して設けられるスーパーインポーズ板であって、
　表面に形成された複数の微小プリズムを備え、前記複数の微小プリズムはそれぞれ、横
断面が三角形を成し、前記三角形の頂角は全ての微小プリズムにおいて同一であり、かつ
各微小プリズムの稜線は前記ファインダ画面の左右方向に平行であ
　
　

特徴とするファインダのスーパーインポーズ板。
【請求項２】
　前記複数の微小プリズムによって構成される微小プリズム群は、前記ファインダ画面に
表示される１つのマークに対応することを特徴とする請求項１に記載のファインダのスー
パーインポーズ板。
【請求項３】
　前記微小プリズム群が、相対的に大きい第１の微小プリズムと、相対的に小さい第２の
微小プリズムとを有することを特徴とする請求項２に記載のファインダのスーパーインポ
ーズ板。
【請求項４】
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り、
前記稜線は前記スーパーインポーズ板の表面に対して傾斜しており、
前記複数の微小プリズムによって構成される微小プリズム群が複数設けられ、前記ファ

インダ画面において上下方向に並ぶ複数の微小プリズム群の稜線の傾斜角は同じであるこ
とを



　前記微小プリズム群が、同じ大きさの微小プリズムから成ることを特徴とする請求項２
に記載のファインダのスーパーインポーズ板。
【請求項５】
　前記微小プリズムの外形は、前記スーパーインポーズ板を上から見ると台形であること
を特徴とする請求項１に記載のファインダのスーパーインポーズ板。
【請求項６】
　前記複数の微小プリズムによって構成される微小プリズム群が複数設けられ、前記複数
の微小プリズム群の稜線の傾斜角は、前記ファインダ画面の左右方向の位置によって異な
ることを特徴とする請求項 に記載のファインダのスーパーインポーズ板。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、一眼レフカメラのファインダ内において、例えば合焦点を表示するための投光
装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来一眼レフカメラにおいて、撮影画面に複数の測距点を設け、これらの測距点において
、合焦状態にある点の位置をファインダ内で被写体像に重ねて表示するスーパーインポー
ズ表示機能を備えたものが知られている（例えば特許文献１）。すなわちペンタミラーの
下側にピント板とスーパーインポーズ板が重合して配設されており、合焦可能な点の数が
７であれば、スーパーインポーズ板には７箇所に小さな合焦マークが形成される。ペンタ
ミラーの背面すなわち射出口において、接眼光学系の上方には投光光学系が配設されてお
り、撮影動作において、被写体上のいずれかの点に合焦すると、投光光学系から照明光が
対応する合焦マークに対して照射され、撮影者は合焦点を認識することができる。
【０００３】
スーパーインポーズ板に形成される各合焦マークは多数の微小プリズムから成り、微小プ
リズムはスーパーインポーズ板の面に対して、その合焦マークの位置に応じた傾斜角で傾
斜する。すなわち、ペンタミラーの射出口側に設けられた投光光学系の光源から照明光が
斜めに照射され、この照明光の照射角度は合焦マークの位置によって大きく異なり、微小
プリズムは照明光を効率よく受光できるような角度で傾斜する。
【０００４】
【特許文献１】
特開２００２－２６８１２８号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
このように微小プリズムの傾斜角が合焦マーク毎に異なると、その製造が複雑になり、製
造工程の管理が困難になるだけでなく、製造コストが増大するという問題を生じる。
【０００６】
本発明は、微小プリズムの傾斜角の種類を減少させることによって、微小プリズムの製造
を簡単化することを目的としている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明に係るファインダのスーパーインポーズ板は、表面に形成された複数の微小プリズ
ムを備え、複数の微小プリズムはそれぞれ、横断面が三角形を成し、三角形の頂角は全て
の微小プリズムにおいて同一であり、かつ各微小プリズムの稜線はファインダ画面の左右
方向に平行であることを特徴としている。
【０００８】
複数の微小プリズムによって構成される微小プリズム群は例えば、ファインダ画面に表示
される 1つのマークに対応する。微小プリズム群は、相対的に大きい第１の微小プリズム
と、相対的に小さい第２の微小プリズムとを有していてもよいが、同じ大きさの微小プリ
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ズムから成るものであってもよい。微小プリズムの外形は例えば、スーパーインポーズ板
を上から見ると台形である。
【０００９】
稜線は、好ましくはスーパーインポーズ板の表面に対して傾斜している。また、複数の微
小プリズムによって構成される微小プリズム群が複数設けられでいる場合、複数の微小プ
リズム群の稜線の傾斜角は、ファインダ画面の左右方向の位置によって異なり、またファ
インダ画面において上下方向に並ぶ複数の微小プリズム群の稜線の傾斜角は同じであるこ
とが好ましい。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の一実施形態について説明する。図１と図２は、一眼レフカ
メラのミラーボックスとファインダ光学系の断面図であり、図１は投光プリズムを取り外
した状態、図２は接眼光学系を取り外した状態を示す。図３はルーフペンタを後側すなわ
ち接眼光学系側から見た斜視図である。
【００１１】
ミラーボックス１１の前側（図１および図２において左側）には、図示しない撮影光学系
を介して入射する光を取り込むための開口１２が形成され、ミラーボックス１１の上方に
はルーフペンタ２１が設けられている。ミラーボックス１１の中には、開口１２から入射
した光をルーフペンタ２１に向かって反射させるクイックリターンミラー１３が設けられ
ている。クイックリターンミラー１３は、ミラーボックス１１の後端部の上方に設けられ
たピン１４に回動自在に支持されている。
【００１２】
ミラーボックス１１の上端部に位置するルーフペンタ２１の入射口には、撮影光学系によ
り得られた被写体像が結像されるピント板３１と、後述するように合焦マークが形成され
たスーパーインポーズ板（ＳＩ板）３２とが重合して設けられている。ピント板３１とＳ
Ｉ板３２は、カメラ本体を水平に置いた状態において、前方側すなわち撮影光学系側が低
くなるように数度（例えば約５°）だけ傾斜している。一方、ルーフペンタ２１の射出口
２２には接眼光学系２３が対向している。射出口２２は略三角形を呈し、射出口２２の上
端部に近接した部位には測光光学系２４が設けられている。なお、図３において測光光学
系２４は省略されている。
【００１３】
ルーフペンタ２１は、上部に位置するダハ反射面４１と、前方に位置する第３反射面４２
とを有する。撮影光学系を通りクイックリターンミラー１３において反射した光Ｂ１は、
ピント板３１とＳＩ板３２を透過してダハ反射面４１において反射し、第３反射面４２に
導かれる。第３反射面４２における反射光Ｂ２は、射出口２２を通って接眼光学系２３に
入射する。
【００１４】
射出口２２の外側には、投光光学系である光源２５と投光プリズム２６が設けられている
。光源２５は測光光学系２４の側方であって、射出口２２の上端部に近接した部位に配設
されている。投光プリズム２６は光源２５の下方であって、接眼光学系２３の横に配置さ
れ、投光プリズム２６は、ルーフペンタ２１の枠に一体的に形成された取付け部４３に直
接固定されている。光源２５と投光プリズム２６の間の光軸Ａはルーフペンタ２１の略上
下方向に延び、測光光学系２４の光路に干渉しない。
【００１５】
投光プリズム２６の射出面すなわち投光面２６ａは、射出口２２の下端部の角部に対向し
、接眼光学系２３の光軸よりも下方に位置している。光源２５から投光プリズム２６に向
けて出力される照明光Ｃ１は、投光プリズム２６において反射し、投光面２６ａから射出
口２２に対して投光される。照明光Ｃ１は水平面に対して若干上方を向いており、射出口
２２を通って第３反射面４２の略中央に導かれる。第３反射面４２において反射した照明
光Ｃ２は、ダハ反射面４１において反射し、ＳＩ板３２に対して略垂直に照射される。
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【００１６】
図４はＳＩ板３２に形成された合焦マークＭの配置を示しており、本実施形態では、撮影
者が接眼光学系２３を覗くと、ファインダ画面には被写体像に重ね合わせて１１個の合焦
マークＭが観察される。撮影光学系は被写体像に対し１１個の合焦マークＭに対応した位
置において合焦可能であり、撮影動作において合焦すると、その合焦点に対応した合焦マ
ークＭが例えば赤く光るように構成されている。すなわち、被写体上のいずれかの点にお
いて合焦したことが合焦センサによって検出されると、その合焦点に対応した合焦マーク
Mが光源２５から投光された照明光Ｃ２によって照射される。
【００１７】
光源２５には、合焦マークＭに対応させて１１個の発光部すなわち発光ダイオード（ＬＥ
Ｄ）２７が設けられている。各ＬＥＤ２７はそれぞれ１つの合焦マークＭに対応している
。すなわち、各ＬＥＤ２７から出力された照明光はＳＩ板３２の異なる部位に照射される
。図５に示されるように光源２５の枠体２８には、各発光ダイオード２７から出力される
照明光を投光プリズム２６に導くために、テーパ状に形成された孔２９が設けられている
。
【００１８】
図６はピント板３１とＳＩ板３２を分解して示している。矩形の枠体であるピント板枠３
３は、後端部３４においてミラーボックス１１（図１）の上端に枢支され、また前端に形
成された係合部３５において、ミラーボックス１１の所定部位に係合可能である。ピント
板３１はピント板枠３３に嵌め込まれる。ピント板３１の上には、コの字型のピント調整
ワッシャ３６を介してＳＩ板３２が載置される。すなわちピント調整ワッシャ３６によっ
て、ピント板３１とＳＩ板３２の間に所定の大きさの間隙が設けられ、これらは重合した
状態で、ピント板枠３３によって支持され、ミラーボックス１１の上端に固定される。
【００１９】
図７はＳＩ板３２を拡大して示す斜視図である。ＳＩ板３２は合成樹脂から一体的に成形
される透明部材である。ＳＩ板３２は平行平面板３７と、この平行平面板３７を囲繞する
外枠３８とを有し、外枠３８の短辺の外周面にはリブ３９が形成される。平行平面板３７
は外枠３８に対して角度θ（例えば１～３°）だけ傾斜している。すなわち平行平面板３
７は、ピント板３１よりも、撮影光学系側（図１および図２において左側）が相対的に低
くなるように傾斜している。
【００２０】
　図８は、ＳＩ板３２を 方から見たときのＳＩ板３２の中央付近を拡大して示し、図４
の中央部分の拡大図でもある。すなわち図８における左側は、撮影者がファインダ画面の
左側に対応する。
【００２１】
ＳＩ板３２の下面には、多数の微小プリズム５２ａ、５２ｂが突出して形成されており、
微小プリズムの外形はＳＩ板３２を上あるいは下から見ると細長い台形である。微小プリ
ズムは後述するように横断面が三角形を呈し、各微小プリズムの稜線５１ｃ、５２ｃ、５
３ｃはファインダ画面の左右方向に平行である。換言すれば、各微小プリズムの長手方向
はファインダ画面において左右方向に一致している。微小プリズムは本実施形態において
１１個の群を構成しており、各微小プリズム群５１～６１は、ファインダ画面に表示され
る合焦マークＭ（図４）に対応している。すなわち各合焦マークＭは複数の微小プリズム
の集合によって構成される。
【００２２】
ファインダ画面において、第１微小プリズム群５１は最も左側に位置している。第２、第
３および第４微小プリズム群５２、５３、５４は第１微小プリズム群５１の右側に位置し
ている。第５、第６および第７微小プリズム群５５、５６、５７は全体の中央に位置して
いる。第８、第９および第１０微小プリズム群５８、５９、６０は、その右側に位置し、
第１１微小プリズム群６１は最も右側に位置している。
【００２３】
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第２微小プリズム群５２を例にとって、その構成を説明する。第２微小プリズム群５２は
複数の微小プリズムによって構成され、相対的に大きい第１の微小プリズム５２ａと相対
的に小さい第２の微小プリズム５２ｂとを有している。
【００２４】
第１の微小プリズム５２ａは、図８において左右方向に３つ並んで第１のプリズム列Ｒ１
を形成している。第１のプリズム列Ｒ１において、隣接する微小プリズム５２ａ同士は互
いに接している。すなわち中央に位置する微小プリズム５２ａの台形の上底は左側に隣接
する微小プリズム５２ａの台形の下底に接しており、また中央に位置する微小プリズム５
２ａの台形の下底は右側に隣接する微小プリズム５２ａの台形の上底に接している。
【００２５】
第１のプリズム列Ｒ１は４つ設けられ、各第１のプリズム列Ｒ１の間に形成される隙間に
は、第２の微小プリズム５２ｂから成る第２のプリズム列Ｒ２が設けられている。第２の
微小プリズム列Ｒ２は２つの第２の微小プリズム５２ｂを図８において左右方向に２つ並
べて構成され、左側に位置する微小プリズム５２ｂの台形の下底は右側に隣接する微小プ
リズム５２ｂの台形の上底に接している。
【００２６】
第２の微小プリズム５２ｂは、第１のプリズム列Ｒ１の隣接する２つの第１の微小プリズ
ム５２ａの間に対応した位置に設けられ、第２の微小プリズム５２ｂの台形の斜辺は、第
１の微小プリズム５２ａの台形の下底の端点に接している。同様に、第２の微小プリズム
５２ｂの台形の下底の端点は、第１の微小プリズム５２ａの台形の斜辺に接している。す
なわち、微小プリズム５２ａ、５２ｂは千鳥状に配置されている。
【００２７】
図９および図１０は、第２微小プリズム群５２を示している。図９は図８のＩＸ－ＩＸ線
に沿う横断面図、図１０は図８のＸ－Ｘ線に沿う縦断面図である。第１および第２の微小
プリズム５２ａ、５２ｂの横断面の形状は略二等辺三角形であり、上方から照射された入
射光は微小プリズム５２ａ、５２ｂにおいて反射し、入射光に対して平行に戻る。なお、
各微小プリズム５２ａ、５２ｂの三角形の頂角は共に約９０°である。
【００２８】
第１の微小プリズム５２ａの反射面の稜線５２ｃは、図１０から理解されるように、ＳＩ
板３２の下面３２ａに対して傾斜している。この傾斜角αは、ルーフペンタ２１のダハ反
射面４１から照射された照明光Ｃ２（図２）を、効率よく受光できるように定められてい
る。照明光Ｃ２は図８において符号Ｃ３で示す光源対応位置の上方からＳＩ板３２に対し
て照射される。したがって、光源対応位置Ｃ３から離間するほど照射光のビームは大きく
傾斜する。
【００２９】
すなわち、各微小プリズム群における稜線の傾斜角αに関し、第１微小プリズム群５１が
最も大きい。第２、第３および第４微小プリズム群５２、５３、５４の傾斜角αは相互に
等しく、第１微小プリズム群５１の傾斜角αよりも小さい。第５、第６および第７微小プ
リズム群５５、５６、５７の傾斜角αも相互に等しく、第２、第３および第４微小プリズ
ム群５２、５３、５４の傾斜角αよりも小さい。第８、第９および第１０微小プリズム群
５８、５９、６０の傾斜角αも相互に等しく、第５、第６および第７微小プリズム群５５
、５６、５７の傾斜角αよりも小さい。
【００３０】
第１１微小プリズム群６１は、光源対応位置Ｃ３を挟んで第９微小プリズム群５９の反対
側に位置している。したがって第１１微小プリズム群６１の傾斜角αは第８、第９および
第１０微小プリズム群５８、５９、６０の傾斜角αとは逆向きであり、大きさは略等しい
。
【００３１】
以上のように、第１～第１１微小プリズム群５１～６１の稜線の傾斜角αの大きさは全部
で５種類である。また傾斜角αは、ファインダ画面の左右方向の位置によって異なり、フ
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ァインダ画面において上下方向に並ぶ複数の微小プリズム群（例えば微小プリズム群５２
、５３、５４）の稜線の傾斜角αは同じである。
【００３２】
このようにＳＩ板３２の下面３２ａには、光源２５から投光されて照明光を受光する部位
に、微小プリズム群５１～６１が形成され、これらは合焦マークＭに対応している。撮影
動作において、撮影光学系が被写体のいずれかの点において合焦すると、その点に対応し
たＬＥＤ２７（図５）が点灯する。このＬＥＤ２７から出力された照明光Ｃ２（図２）に
よって、対応する微小プリズム群５１～６１すなわち合焦マークＭが照明されて赤く光る
ので、撮影者は合焦点を認識することができる。
【００３３】
なお図８において、第２～第５微小プリズム群５１～５５と第７～第１０微小プリズム群
５７～６０はそれぞれ、正方形状を成すように構成され、第６微小プリズム群５６は枠状
を成すように構成されており、また第１および第１１微小プリズム群５１、６１は長方形
状を呈しているが、これらの形状は目的に応じて自由に変形することができる。
【００３４】
多数の微小プリズムを有するＳＩ板３２を製造するための成形金型は、樹脂成形用の金型
に刃物の先端を押し付けることによって得られる。刃物は微小プリズムを成形するためで
あり、その先端は断面形状が三角形を有し、また先端の表面は鏡面加工されている。例え
ば第 2微小プリズム群５２に対応した部分は、先端が第１の微小プリズム５２ａと同じ形
状を有する刃物を金型に押し付けることによって成形される。すなわち、第１の微小プリ
ズム５２ａの対応部分は所定の深さまで刃物を押し付け、第２の微小プリズム５２ｂの対
応部分は、第 1の微小プリズム５２ａよりも浅く刃物を押し付ければよい。
【００３５】
上述したように微小プリズムの傾斜角αの大きさは全部で５種類である。したがって刃物
も５種類だけ製造すればよく、例えば第２、第３および第４微小プリズム群５２、５３、
５４に関しては、傾斜角αが共通であるので、同じ形状の刃物が使用される。
【００３６】
図１１は微小プリズム群の変形例を示している。この微小プリズム群６２では、図８に示
される第２微小プリズム群５２と比較することから明らかなように、全ての微小プリズム
６２ａは同じ形状および大きさを有している。すなわち、第１のプリズム列Ｒ３を構成す
る３つの微小プリズム６２ａは、第２のプリズム列Ｒ４を構成する２つの微小プリズム６
２ａと同じ大きさを有している。第２のプリズム列Ｒ４は２つの第１のプリズム列Ｒ３の
間に設けられ、第２のプリズム列Ｒ４の各微小プリズム６２ａは、第１のプリズム列Ｒ３
の隣接する２つの微小プリズム６２ａの間に対応した位置に設けられている。すなわち、
各微小プリズム６２ａは千鳥状に配置されている。その他の構成は第２の微小プリズム群
５２と同様である。
【００３７】
以上のように本実施形態では、ルーフペンタ２１の射出口２２の上部に光源２５を、また
下部に投光プリズム２６を設け、光源２５から出射された照明光を投光プリズム２６にお
いて反射させ、射出口２２からルーフペンタ２１内に導いている。したがって撮影動作時
、被写体上のいずれかの点において合焦したことが合焦センサによって検出され、その合
焦点に対応したＬＥＤ２７が点灯すると、照明光は第３反射面４２とダハ反射面４１にお
いて反射し、ＳＩ板３２に導かれて所定の微小プリズム群が照明される。
【００３８】
本実施形態では、微小プリズムの傾斜角αが５種類だけであり、微小プリズム群毎に傾斜
角を変化させる必要がない。したがって、ＳＩ板３２の製造工程が簡単化され、その管理
が簡単になり、製造コストを抑えることができる。
【００３９】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、微小プリズムの傾斜角の種類を極力少なくすることによっ
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て、微小プリズムの製造を簡単化することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ミラーボックスとファインダ光学系を示し、投光プリズムを取り外した状態の断
面図である。
【図２】ミラーボックスとファインダ光学系を示し、接眼光学系を取り外した状態の断面
図である。
【図３】ルーフペンタを後側から見た斜視図である。
【図４】ＳＩ板に形成された合焦マークの配置を示す図である。
【図５】光源を示す断面図である。
【図６】ピント板とＳＩ板を分解して示す斜視図である。
【図７】ＳＩ板を拡大して示す斜視図である。
【図８】ＳＩ板の中央付近を拡大して示す平面図である。
【図９】図８のＩＸ－ＩＸ線に沿う横断面図である。
【図１０】図８のＸ－Ｘ線に沿う縦断面図である。
【図１１】微小プリズム群の変形例を示す平面図である。
【符号の説明】
２１　ルーフペンタ
３１　ピント板
３２　スーパーインポーズ板
５１ｃ、５２ｃ、５３ｃ　稜線
５２ａ、５２ｂ、６２ａ　微小プリズム
Ｍ　合焦マーク
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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